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 1) 活動概要 

  

 今回 9月 17日から 25日までイタリアに一週間滞在し、とても実りのある研修になったと実感

することができた。初めての海外訪問、初めての経験ばかりで、当初は不安や緊張もあった

が、毎日が新しい発見の連続で貴重な思い出となった。 

 この研修では一週間を通してヴェネツィアに滞在した。最初の３日間はカ・フォスカリ大学

を訪問し、日本語を学ぶ学生の授業に参加し、大学のキャンパス内を案内してもらった。キャ

ンパス案内では、カ・フォスカリ大学がどのように始まり現在に至ったのかという過程や日本

語学部が設立されるまでの背景を学ぶことができた。日本語の授業では、学生とグループにな

って共通点を見つけるというテーマで自由に日本語で会話をした。また、授業内で高知につい

てのプレゼンを行い、よさこいや鰹のタタキなど高知の文化を紹介した。キャンパスの案内で

は、18日の晩には、カ・フォスカリ大学の学生が歓迎会を開いてくれ、一緒にピザを堪能し

た。 

 4日目は、カ・フォスカリ大学の学生２人にイタリア北部の都市、ヴェローナを案内してもら

った。ヴェネツィアから電車でおよそ１時間の場所で、古いお城の建物を利用したカステル・

ヴェッキオ博物館やシェイクスピアの作品で知られるジュリエットの家など、歴史的建造物や

遺跡を見ることができた。また、ローマのコロッセオに似たアリーナ・ディ・ヴェローナとい

う円形の劇場を近くで見ることができ、とても中世に建てられたとは思えない迫力のある建築

物だった。ヴェローナは、ヴェネツィアと同様に街全体が世界遺産に指定されているという。

古くからの歴史が感じられ、貴重な芸術作品を間近で拝見できた思い出深い体験となった。 

 5日目も学生に案内してもらい、ヴェネツィアにあるムラーノ島とブラーノ島を訪問した。ム

ラーノ島はガラス工芸が盛んな地域で、ガラス工房を見学し、工房の中で販売されている作品

を見て回った。他にも、広場に置かれたガラスでできたカラフルなクリスマスツリーを見た

り、島の教会でキリスト教に関する壁画や絵画、祭壇などを見学することができた。次に行っ

たブラーノ島はレースで有名な島で、以前はレースの学校もあり、女性たちがそこでレースの

編み方を勉強したという。私たちは島のレース博物館に行き、女性たちがレース作品を作って

いく様子や貴重なレース作品の数々を見ることができた。作品はどれも精巧に編み込まれてい

て、女性たちの高度な技術やレース模様の芸術性が感じられ、職人さんたちがプライドを持っ

て作品を作り上げたのだということが分かった。 

 最終日はヴェネツィアで過ごし、仲良くなった現地の学生と一緒に街を散策したり、ディナ

ーを楽しむことができた。 

 

2）研修での学び・気づき 

 

 今回の研修を通して、多くのことを体験し、学ぶことができた。日本語の授業に参加した初

日は、自分がイタリア語や英語があまり流暢でない分、学生たちとうまくコミュニケーション

をとることができるかという不安が大きかったが、いざ授業で学生たちと会話をしてみるとほ

とんど理解することができ、驚いた。伝わりづらいときには、身振り手振りや簡単な英語を使

うことで会話をすることができた。不安を持っていても、話してみなければ会話が通じるかど

うか分からないということを知って、勇気を持って話すことで新たな交流が生まれるきっかけ

につながるかもしれないということが分かった。また、会話の授業に参加していた多くの学生

が日本語が堪能であることに驚いた。大学に入学してから日本語を学び始めた学生も多くいる

中で、２、３年ほどでスムーズに会話できていることが小学生の頃から英語を勉強しはじめた

にも関わらずうまく話せない自分との外国語教育の差を感じ、見習わなければいけないと痛感

した。 

 現地の学生と会話する中で、多くの学生が日本の小説やアニメ、ドラマなどを見ていること

を知り、日本の文化が海外の人たちに受け入れられていることを肌で感じることができた。ま



 

 

た、京都や東京などの有名な日本の観光地の他にもたくさんの地名を知っていて、海外の人た

ちが日本を好きで勉強してくれていることにとても嬉しく思った。大学では茶道サークルに入

り日本文化を学んでいるが、今までよりも、ますます日本の文化を大切にしていきたいという

気持ちを強く感じた。 

 カ・フォスカリ大学のキャンパスツアーでは、大学の建物が元々は王様の所有する建物だっ

たということに驚いた。日本は木造建築の建物が多く、地震などの災害も多いため古い建物の

保存が難しいが、ヨーロッパならではの石造りの建物であるがゆえに今でも使われているとい

うことが日本と違う特徴だと感じた。また、建物は修復しながら残しているということを聞

き、古いものを大切にする文化が現れていて歴史を感じられる良い文化だと感じた。 

 イタリアに到着してずっとヴェネツィアにいたため、ヴェローナに着いたときは、水路がな

く車が走っているということが日本にいるときであれば違和感はないが、このときは際立って

感じられた。ヴェネツィアでの交通手段は徒歩か船に限られていて、私たちはずっと徒歩で移

動していたので、車が走っていることやエンジン音が聞こえてくることに真新しさのようなも

のを感じた。ヴェネツィアの静かな街で数日過ごし、車のない生活に少し慣れつつあったた

め、車がないのは現代の人にとっては不便に感じることもあるかもしれないが、町並みを肌で

感じられ、騒音などのストレスがない生活の良さを実感することができた。交通手段が限られ

るヴェネツィアには健康な人が多いと聞き、とても納得した。体だけでなく心身共に健康な人

が多いのではないかと感じた。便利さを追求し技術が進歩している現代で不便なことに良さを

感じることができ、便利さだけが幸せではないのだと思った。 

 ヴェローナではカステル・ヴェッキオ博物館を訪れた。まず荷物を持って入場することがで

きないことに驚いた。おそらく防犯対策ではないかと推測するが、日本にいたときにはどこの

美術館や博物館でも荷物は持ち込むことができたため、日本の治安の良さを垣間見ることがで

きた。また、驚いたのが芸術作品の写真撮影が許可されていることだった。ムラーノ島で訪れ

た教会でも絵画や壁画を誰でも撮影できた。日本では大抵の美術館で写真が禁止されているの

ではないかと思うが、イタリアではあまり深刻に考えられていないのだろうかと感じた。博物

館で一番印象に残っているのが、貼り付けにされたキリストの石像である。手足を釘で打ち付

けられ、痛みに苦しむキリストの表情がリアルに表現されていてキリストの感情がとても伝わ

ってくるように感じた。 

 アリーナ・ディ・ヴェローナは外からしか見られなかったが、その劇場の大きさにとても驚

いた。収容人数がおよそ２万５千人と聞いてとても納得した。地震で倒壊してしまった箇所も

あるが現在でも野外オペラが上演されているという。中世に建てられ、それが今なお続いてい

るということに古いものを大切に扱うイタリアの人たちの国民性を知ることができた。 

 ムラーノ島では工房を見学し、職人さんが温められたガラスを窯から出し、膨らませ形作る

ところを見た。はじめは棒状の赤い物体だったものが職人さんの手によって美しいガラス作品

に生まれ変わる様子を見て、技術と表現力を兼ね備えた芸術だと感じた。 

 ブラーノ島はとても可愛らしい島だった。漁師が船の上から自分の家を見つけられるように

家を目立つ色に塗ったためだという。本当に人が住んでいるとは思えないような赤やピンクの

カラフルな家々が建ち並んでいてまるでオモチャの国のようだった。レースの博物館では女性

たちが作り上げた繊細な作品が数多く展示されていた。カーニバルでつける仮面もレースの装

飾が施されていて、今まで見たこともないくらいミリ単位の繊細さで女性たちの技術の高さを

見ることができた。今ではレース学校が閉校してしまったと聞き残念に思ったが、これらの美

しいレース作品をこれからも保存し、後世に残していってもらいたいと感じた。 

 ヴェネツィアでの食事は日本と違う特徴がいくつかあった。日本のように何も言わなくても

無料で水を出してもらえるのではなく注文しなければいけないことやお店で食べるときには席

の料金がかかること、チップの文化があることだった。水は、他の地域でもお金がかかった

が、交通手段が限られるヴェネツィアでは一度に多くの食品を運ぶことができないため水が貴

重でお金がかかるのかなとも思った。しかし、料理を注文して待っていると店員さんがプレッ

ツェルのようなビスケットを持ってきてくれたりパンが無料で食べられるサービスがあったり

して気前のいいサービスだと感じた。チップの文化は事前に聞いていたため、お金を払うとき

は余分に用意していたが、意外にもチップを求められることは少なく、払わなければいけない

という義務のような感じではなかった。 



 

 

 イタリアで食べるのを楽しみにしていたピザは、１人一枚食べるのが基本ということは知っ

ていたが出されたときは一枚の大きさに驚いた。日本では２、３人でシェアするくらいの大き

さだったが、現地の学生たちは女の子でも全部１人で食べ切っていた。私は完食できず何切れ

か残してしまったが、本場のピザを堪能できて良い思い出となった。またピザの食べ方は決ま

っておらず、ナイフとフォークで食べても手で食べても良いそうで、手で食べるのが基本と考

えていたため少し驚いた。 

 ヴェネツィアの散策では、リヤカーを引く作業員の姿を多く目にした。日用品や食料などの

他ゴミもリヤカーで運んでいて階段がある橋が多いため大変そうだと感じた。ゴミはリヤカー

で運んだ後船に載せられヴェネツィアから出されると聞いた。ヴェネツィアは陸地が少なく世

界遺産にも指定されているため、保管場所が必要で景観を守ることを考え外に出しているので

はないかと考えた。またトイレでは男女共用になっていることや便座がないことに驚いた。便

座がないため座らず腰を浮かせて用を足すそうだ。また旅先ではトイレを使うのにお金がかか

ることもあって、お金はいらないことが当然のように思っていたため、日本のトイレの便利さ

に改めて気づかされた。 

 

3）その他 

 

 初めての海外は、はじめは不安が大きかったが、全てが初めての体験ばかりで思い出に残る

とても貴重な時間となった。日本語の授業に参加し、現地の学生と会話する中で、改めて自分

の英語力の低さやコミュニケーションを取ることの大切さを強く感じた。引率の先生が博物館

で英語の紹介文を読んで解説していただいたときは、もっと英語を勉強し、自分で英語を聞き

取り理解できるように努力していこうと思った。 

 学生との交流では、日本の文化が好きで日本語を勉強し始めたという学生が非常に多かっ

た。日本文化は後継者不足で無くなりつつあるものも多いため、日頃から日本の文化に親しみ

を持って過ごしていこうと感じた。 

 最後に、研修の手続きをして下さった林さんをはじめとする事務の方々、引率の向井先生、

アパートでお世話になった鞠古先生、カ・フォスカリ大学の先生方・学生、また、一緒に研修

に参加した学生等その他研修でお世話になった方々にお礼申し上げたい。 

 

4）研修先の写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


